














































































6.8% 21.6% 39.2% 9.5% 18.9%
12.5% 66.1%10.7% 8.9%
12.5% 32.1% 44.6% 5.4%




































 図表1-2  付き合いの程度  n=258
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一般的な信頼 注意する 一般的な信頼 信頼できる 旅先での信頼 注意する 旅先での信頼 信頼できる
図表2-3　日常生活の問題や不安　n=258



















































































市役所 40.6％・36.3％ 45.7％・25.9％ 51.3％・54.5％ 47.4％・64.2％
教育機関 74.3％・56.3％ 73.7％・51.8％ 16.3％・38.2％ 15.8％・43.4％
自治会 35.2％・20.0％ 36.8％・20.7％ 54.1％・61.8％ 50.9％・54.9％
NPO 33.8％・14.8％ 36.8％・12.3％ 46.0％・57.4％ 43.9％・58.1％
家族 95.9％・85.4％ 94.8％・89.2％   1.4％・14.5％ 1.8％・9.6％
親戚 72.9％・60.7％ 66.7％・60.7％ 18.9％・39.3％ 24.5％・36.9％
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図表2-18　最終学歴　n=255
【まとめ】
　内閣府では，2002年，2004年日本総合研究所に委託し，ソーシャル・キャピタルの調査
を実施した。その後，2007年に日本総合研究所が継続調査を実施し，2008年3月に報告書
を作成している。調査に当たっては，「信頼」「つきあい」「社会参加」をソーシャル・キャ
ピタルの計測として行っている。本稿では，さらに「信頼」に焦点を当てて，『一般的な
信頼』と『旅先・見知らぬ土地での信頼』での特徴について分析した。そして，信頼度の
高い人と，人に注意する人との間の傾向の違いについて浮き彫りにした。
　政府の分析では，「信頼できる」と回答した人をソーシャル・キャピタル指数が高いと
考えているが，本研究から「信頼できる」グループは，つきあいの程度，つきあっている
人の数が豊かであることが確認できた。また地域での活動については，地縁的な活動とし
ての自治会，スポーツ・趣味・娯楽活動に差が認められた。ゆるやかな人とのつながりと
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考えられるNPOは，差が認められなかった。
　自治会の活動のきっかけとしては，「注意する」グループは，「慣習ルール」として参加
する人が多く，「自身の関心や必要性」と回答する人は少ない。また，今後の活動意向で，
「一般的な信頼」と「旅先での信頼」で特徴が見られた。旅先・見知らぬ土地でも信頼す
る人の方が，趣味やNPOの活動を現状維持しようと考える人が多い。
　「信頼できる」グループは，日常生活に満足している割合が高く，心配事を相談する相
手として近所の人々を頼りにしていて，人とのつながりが豊かであることが確認できる。
また，ブリッジ型のつながりと言われているNPO，地域とつながっている公共施設の利用
や社会への関心の高さ，居住年数が長いこと，住み続けたい町であること，高学歴が，「注
意する」グループに比べて高いことが，今回の調査から明らかになった。
　小平市は，コミュニティースクールの特区である。今回の調査は，その指定校も含まれ
ている。地域の人や保護者の学校への参加も少なくないと考えられる。しかし，「信頼で
きる」グループと「注意する」グループでは，学校と地域の結びつき方の実感や結びつき
の強さに違いが見られ，とくに「学校行事」への思いの差は大きかった。
　小平市の調査結果から，地域と小学校を中心にしたゆるやかな結びつきが，人と人との
つながりをきづき，他人への信頼を高めることに発展していると推測される。今後，今年
実施した品川区と小平市の調査結果を検討して，地域の傾向を明らかにし，小学校を中心
にしたソーシャル・キャピタルを，子どもの最善の利益を保障しながら，育てていく手立
てについて考察していきたいと考えている。
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